
（参考）信楽中学校区各小中学校の校歌

項目 信楽中学校

校歌 作詞　平田　和子
作曲　岡田　二郎

一
大戸の川の　流れより
われらの心　なお清く
学びのみちに　はげみつつ
正しき誠　みがきゆく
われらの信楽小学校

二
窯の煙の　それよりも
われらの望み　なお高く
学びのみちに　はげみつつ
尊き文化　築きゆく
われらの信楽小学校

三
古き宮跡の　礎石より
われらの絆　なお固く
学びのみちに　はげみつつ
高きほこりを　かかげゆく
われらの信楽小学校

作詞    太田　活太郎
作曲    岡田　二郎

一
雲井の宮の　松映えて
歴史は香る　清き里
希望新たな　学びやに
平和の光　求めつつ
励む誉れの　雲井校

二
飯道山の　雲晴れて
緑の風の　朝の庭
力あふれる　この胸に
進取の心　育みて
進む誠の　雲井校

三
大戸の川の　水澄みて
教え豊かな　愛の窓
勤労自治の　喜びに
学びの道の　花咲きて
伸びる力の　雲井校

作詞　太田　活太郎
作曲　市川　寿郎

一
さやかな朝の　陽に映えて
みどり輝く　丘の上
希望のすがた　学び舎は
みんな仲よく　朗らかに
すすむ平和の　小原校

二
大戸の川の　清らなる
流れたえせず　わくところ
光はみちて　咲く花に
みんな楽しく　美わしく
伸びる正義の　小原校

三
すがしい風に　雲晴れて
仰ぐ理想の　山高し
六年の夢の　あこがれは
みんな豊かに　たくましく
築く文化の小原校

作詞　平田　和子
作曲　岡田　二郎
　
一
高香の山を　仰ぎみる
明るい窓に　希望わき
ともに楽しく　はげみゆく
我らが学び舎　多羅尾校

二
清き流れの　雲井川
澄みし心に　育まれ
知徳の花を　かざしゆく
我らが学び舎　多羅尾校

三
都のちりを　へだてつつ
ゆかしき里の　ほまれもて
文化の光　かかげゆく
我らが学び舎　多羅尾校

作詞　太田　活太郎
作曲　岡田　二郎

一
あなたの胸に　咲いている
君の心に　かおってる
みどりの丘の　お茶の花
ああうるわしい　ほほえみに
楽しいときも　苦しいときも
みんな明るい　朝宮校

二
わたしの中に　流れてる
ぼくの胸にも　かよってる
せせらぎ清い　桜川
ああ真剣な　学習に
雨が降っても　嵐が来ても
みんな元気な　朝宮校

三
青空高く　そびえてる
みんなの胸にも　たっている
希望のすがた　いなり山
ああたくましき　健康に
はたらく時も　いこいの時も
みんなのびゆく　朝宮校

四
平和の朝を　よんでいる
みんなの幸を　うたってる
学びの窓の　ほととぎす
ああゆたかなる　情操に
楽しい家を　文化の里を
築く光の　朝宮校

作詞　河合　富雄
作曲　服部　正

一
たたなわる　山脈青く
光あり　ここ紫香楽の　笹ヶ嶽
高きはいのち　徳を仰いで　清々しく
生きむ

二
さわやかに　水の面しるく
平和あり　ここ紫香楽の大戸川
清きはいのち　知恵をくみつつ　正し
く生きむ

三
たくましき　息吹の煙
歓喜あり　ここ紫香楽の　窯もゆ
強きはいのち   技を修めて　明るく生
きむ

四
ゆたけくも　千歳かわらぬ
みさおあり　ここ紫香楽の茶の香り
直はいのち　道を求めて　雄々しく生
きむ

五
はるかなる　歴史にのこる
績あり　ここ紫香楽の偉人の偉業
真理はいのち　固く結びて　社会のた
め生きむ

信楽小学校 雲井小学校 小原小学校 朝宮小学校 多羅尾小学校


